
【和歌山県交通安全県民運動の重点】

○子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保

○自転車の安全利用の推進

○歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上

○飲酒運転の根絶

和歌山県・交通事故をなくする県民運動推進協議会

県内一斉の交通安全指導の日として、関係

機関や団体が連携して交通安全指導を実施し

ます。

○子ども安全の日 毎月 １日
○近畿交通安全デー 毎月１５日
○交通事故ゼロの日 毎月２５日

○春の全国交通安全運動

　令和3年4月6日(火)～4月15日(木)

○わかやま夏の交通安全運動

　令和3年7月11日(日)～7月20日(火)

○秋の全国交通安全運動

　令和3年9月21日(火)～9月30日(木)

○わかやま冬の交通安全運動

　令和3年12月1日(水)～12月10日(金)

交通安全フェアわかやま2020 ペイントコンテスト 最優秀賞

大川 菜々美さん（和歌山大学教育学部附属中学校）

交通安全フェアわかやま2020 ペイントコンテスト 優秀賞

宮本 百々花さん（和歌山市立東和中学校）

令和３年度 和歌山県の交通安全令和３年度 和歌山県の交通安全令和３年度 和歌山県の交通安全

和歌山県・交通事故をなくする県民運動推進協議会では、

運転適性検査器や運転シミュレータ等を活用した、参加・

体験型の高齢者交通安全講座を実施しています。

★お申し込み・お問い合わせ先★

県庁県民生活課 （TEL）073-441-2350

交通安全教室のご案内

交通安全フェア

わかやま2020

ペイントコンテスト

特別賞

中尾 明日香さん

（近畿大学附属和歌

山中学校）

この印刷物は地球環境に優しい
植物油インキを使用しています。

令和３年度和歌山県交通安全年間スローガン令和３年度和歌山県交通安全年間スローガン

＜各季の交通安全運動＞ ＜県内一斉交通安全指導の日＞

（１）一般の部

市山歌和ーナマ通交　るせ見てっ守　ずまが親作秀優最

市山歌和リノい軽　」らかだ車転自「　うよめたらあ作佳

市堺府阪大空のわう　でホマスき歩　ともの故事作佳

市山歌和らかたなあ　さし優る譲　に者行歩作佳

（２）小学生以下の部

最優秀作 わたろうと　している私に　気づいてね
橋本市立

恋野小学校

佳作 ちょっとまて！　酒を飲んだら　ハンドルもつな！
和歌山市立
吹上小学校

佳作 あわてない　止まる車を　見て横だん
橋本市立

恋野小学校

佳作 車間距離　心のゆとりの　バロメーター
橋本市立

恋野小学校

（３）中学生・高校生の部

最優秀作 自主返納　自分も相手も　守るため
近畿大学附属
和歌山中学校

佳作 手を挙げて　笑顔すてきな　子ども達
近畿大学附属
和歌山中学校

佳作 自分だけ？　気づけば直そう　マナー違反
近畿大学附属
和歌山中学校

校学中智開もしもしは　停車してから　はじめよう作佳

（４）シニアの部

市川の紀すくな故事　装服つ立目　時れ暮夕作秀優最

市山歌和るげ挙を手　でえ教の孫　道歩断横作佳

市山歌和　てけつに身　をキスタ光蛍　！行歩間夜作佳

市山歌和功の年　転運で持気　の者心初作佳 和田　惠介

中村　祐菜

秋月　奏人

左田野　真歩

山本　奈央

中前　隆夫

岡本　隆雄

福嶋　禎男

山本　哲哉

（※敬称略）

塩山　心海

須川　志保

山崎　漣華

山中　和子

廣田　皓彦

玉置　雅子



★発生件数は平成14年以降19年連続減少、死者数は過去最少

飲酒運転を伴う死亡事故は発生しておらず、

令和元年から３件減少となりました。また、飲

酒事故件数は２２件で、令和元年と比較すると

６件減少したものの、事故により飲酒運転が発

覚する場合も多く、潜在的な違反者は更に多い

と推測されます。

飲酒運転根絶に向けたより一層の取組が必要

となっています。

令和２年中の交通事故発生件数は１，５８５件で、前年（１，８５９件）より２７４件減少し、
平成１４年以降１９年連続の減少となりました。

また、死者は１８人で過去最少となりましたが、飲酒運転による事故や道路横断中の歩行者事故
は依然として発生しており、道路を利用する全ての人の交通安全意識の向上が求められています。

★飲酒運転を伴う死亡事故が減少

交通事故による死者のうち、高齢者（65歳以上）が占める割合は５５．６%で、令和元年
（５４．５％）と横ばいとなりましたが、今後、高齢者及び高齢者免許人口の増加が予想され
ることから、高齢者の交通事故対策は重要な課題となっています。

★高齢者の死者は全体の５割超
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令和２年中の交通事故の概況

高齢者の事故・年別推移

H28 H29 H30 R1 R2

死者 23 17 24 18 10

傷者 657 600 462 433 362

人口 301,020 304,735 307,043 308,220 308,961

免許人口 176,503 180,030 183,362 184,939 186,845
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◆飲酒運転は犯罪です。家庭・職場・飲食店等の地域
ぐるみで「飲酒運転をしない、させない、許さない」

環境づくりに努めましょう！

◆わずかなお酒でも、運転能力・判断能力の低下を招

き、重大な事故を引き起こす可能性があります。

◆「飲酒運転」を見かけた場合は、迷わず110番通報

してください。

しょう。

◆自転車は車両です。車両としての交通ルールを守り、
安全に利用しましょう。

◆万一、事故を起こした場合、被害に遭われ

た方への十分な補償、高額な賠償に

備え、自転車保険に加入しま

しょう。

◆２人乗り、並進、傘差し、スマー

トフォン使用など危険な運転は
してはいけません。

子供と高齢者を始めとする

歩行者の安全の確保

自転車の安全利用の推進

飲酒運転の根絶

交通安全フェアわかやま2020

ペイントコンテスト 特別賞

鈴木 あいか さん（和歌山市立東和中学校）

◆歩行者は、信号機や横断歩道のある場所を横断し、
歩行者も交通ルールを守り、安全に横断しましょう。

◆夕暮れ時や夜間に外出するときは、反射材や明るい

色の服を着用しましょう。

◆「歩きスマホ」は大変危険です。

周囲への注意が散漫になるため、絶対にやめましょう。

交通安全フェアわかやま2020

ペイントコンテスト 特別賞

高橋 彩佳さん（近畿大学附属和歌山中学校）

歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上

◆歩行者保護に努めましょう。信号機のない横断歩道
を横断し、又は横断しようとする歩行者がいるときは、
横断歩道の手前で一時停止し、通行を妨げてはなりま
せん。

◆加齢により身体機能は変化します。運転に不安が

ある方は、安全運転相談ダイヤル（＃8080）に相談
しましょう。

◆後部座席も含めて、どの座席でも必ずシートベルト
(6歳未満：チャイルドシート含む)を着用してください。

飲酒事故飲酒なし

（令和元年）

全国の死亡事故率比較

【令和３年度交通安全県民運動の重点】


